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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面側に開口を有する筐体と、該筐体に開閉可能に取り付けられ前記開口を覆う前扉と
、制御基板を収容する基板ケースと、複数の図柄が付された複数のリールを有する回胴装
置とを有する遊技機であって、
　前記基板ケースを筐体の背面側に配置し、前記回胴装置を前記基板ケースの前方近傍に
配置し、
　前記リールを個々に回転可能に取り付けるユニット板を取り付けるための基板と、前記
筐体内部に固定され、前記基板を引き出し及び押し戻し自在に載置する台座とを有し、前
記回胴装置を、前記制御基板の前方近傍位置と前記開口側の位置との間でスライド自在と
するスライド手段をさらに備え、
　前記台座には、前記筐体の内部から前記開口側に向けて延びるガイド溝を有するガイド
片が並設され、前記基板の両側には、前記ガイド溝に係合して引き出し方向及び押し戻し
方向にガイドされるガイド軸が設けられ、
　前記ガイド溝は、引き出し終了位置に合わせた引出終了端部と、押し戻し終了位置に合
わせた押戻終了端部とを有し、前記基板の引き出し又は押し戻しに伴い前記ガイド軸が前
記引出終了端部又は前記押戻終了端部に当接することで、前記基板の引き出しの終了位置
又は前記基板の押し戻しの終了位置とが規制され、
　前記ガイド溝の引出終了端部は、前記台座の面より突出する位置となるように設けられ
、前記ガイド軸が前記引出終了端部に係合することで、前記基板の水平位置から下方位置



(2) JP 4958270 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

への回動が許容される
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記基板には、ロック片を有する把持レバーが垂直位置と水平位置との間で回動自在と
なるように取り付けられ、
　前記台座には、前記ロック片を係合するロック穴が設けられ、
　前記基板が前記台座の所定位置に押し戻されるとき、前記ロック片が前記ロック穴を通
過し、前記把持レバーを垂直位置又は水平位置に回動させると、前記ロック片が前記ロッ
ク穴の背面側に係合される
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不正行為の防止に適した遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種として回胴式遊技機である、たとえばスロットマシンがある。スロットマ
シンは、複数の図柄が付された回転体としての複数のリールを備え、遊技者がメダルを投
入してスタートレバーを操作することで各リールが回転を開始する。各リールが回転を開
始した後、ストップボタンを操作したり所定時間が経過したりすることで、各リールが順
次停止する。
【０００３】
　また、スロットマシンでは、メダル（又はコインとも呼ばれている）の投入とスタート
レバーの操作を条件として抽選を行い、その抽選結果が当選であり、かつ予め設定された
有効ライン上に遊技者が当選した図柄を停止させることを条件として所定枚数のメダルが
払い出されたり、遊技者に有利な特別遊技状態（ボーナスゲーム等）が発生する。
【０００４】
　また、このようなスロットマシンは、前面側に開口を有する箱形の筐体と、この筐体の
前面側に開閉自在に取り付けられた前扉とを備え、筐体の内部に遊技構成装置が配設され
て、前扉が開口を覆う状態で遊技に供されるようになっている。また、その筐体の内部に
は、スロットマシンの各部に電力を供給するための電源装置が設けられており、この電源
装置から供給される電力によりスロットマシンが作動するようになっている。
【０００５】
　ところで、このようなスロットマシンでは、ゲームの演出に係る制御を主に行う副制御
基板と、リールの回転駆動を制御する回胴装置基板と、ベットボタン、スタートレバー及
びストップボタンによる操作信号を転送する中央表示基板と、各駆動部等への電力供給を
制御する電源装置基板とを備え、これらの基板は主制御基板により集中制御されている。
【０００６】
　また、主制御基板には、システムプログラムやスロットマシンゲーム用のプログラム等
が書き込まれているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、このＲＯＭから所定
のプログラムを読み出して所定の制御を行うＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）、このＣＰＵによる演算結果等を保持するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の電子素子等が搭載されており、ゲームの進行に合わせその
ＲＯＭから読み出したプログラムに基づき、上述した各種基板による制御が指示されるよ
うになっている。
【０００７】
　ところで、主制御基板に搭載されている上述した特にＲＯＭは、定期的な検査等のため
に基板上のコネクタに着脱自在となるように装着されている。また、上述した各電子素子
等は、筐体の外部から内部に挿入されるセルや針金等の不正行為治具によって不正に弄ら
れないように、本体ケースと上蓋ケースとの間に挟持されたユニット構成とされている。
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また、その上蓋ケースは、ホールスタッフ等により主制御基板上の各電子素子等の状態が
確認し易いように透明なプラスチックで形成されている。さらに、その上蓋ケースは、法
規制により検査済みシールが貼着されて封印されているとともに、本体ケースと上蓋ケー
スとがカシメ状態で結合する接続部材を介してカシメ結合され、上蓋ケースが開けられな
いようになっている。
【０００８】
　また、主制御基板は、通常、筐体内部を正面から見たとき、所定数の図柄が付された３
個のリールを有する回胴装置の上方に位置するように筐体内面に取り付けられている。こ
れは、スロットマシンの構成上、筐体内部のほぼ中央寄りにその回胴装置が配置され、回
胴装置の下方にメダルの払い出し等を行うホッパ装置や電源を供給する電源装置等が配置
されるようになっており、主制御基板の状態を前扉を開けて確認し易い位置が回胴装置の
上方となるためである。
【０００９】
　また、主制御基板を、回胴装置の上方に位置するように筐体内面に取り付けることで、
前扉側から見てその位置が最も遠くなり、しかも主制御基板が本体ケースと上蓋ケースと
の間に挟持されたユニット構成とされていることで、筐体の外部から内部に挿入されるセ
ルや針金等の不正行為治具によって主制御基板上の各種電子素子等が不正に弄られないよ
うな対策もとることができるようになっている。
【００１０】
　ところが、主制御基板に対して上述のようにセルや針金等の不正行為治具による不正行
為に対する様々な対策が講じられているにも関わらず、たとえば遊技中等に前扉が不正に
開けられ、主制御基板上のＲＯＭが不正にプログラムの内容が書き換えられた、いわゆる
裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えられてしまうことがある。さらに、不
正な制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケースと差し替えられて
しまうことがある。
【００１１】
　これは、筐体内部における主制御基板が上述した上蓋ケースによって覆われているが、
前扉が不正に開けられてしまうと、その主制御基板が回胴装置の上方、すなわち手で触る
ことができる位置に取り付けられているからである。特に、上蓋ケースは、検査済みシー
ルによって封印され、さらに上述したカシメ結合により上蓋ケースが開けられないように
なっているにも関わらず、ホールスタッフ等により主制御基板上の各電子素子等の状態が
確認し易いように透明なプラスチックで形成されているため、半田ごて等の熱によって穴
が開けられやすいためでもある。
【００１２】
　なお、上蓋ケースに開けられた穴から検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼
ばれるものに差し替えられた場合、その開けられた穴を確認することで、裏ＲＯＭ又は不
正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えられたことを確認できるが、その穴は不正に作成され
た偽造シールで覆うような偽装が施されていることがある。このような偽造シールで覆う
ような偽装が施されていると、スロットマシンの内部構成に詳しいホールスタッフ等が確
認すればその偽装にすぐに気づくことができるが、スロットマシンの内部構成に詳しくな
いホールスタッフ等が確認した場合、その偽装に気づかずにいることがある。
【００１３】
　このようにして、検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に
差し替えられてしまうと、たとえば上述した特別遊技状態（ボーナスゲーム等）が半ば強
制的に発生させられてしまい、不正にコインの払い出しが行われてしまうということを招
いてしまう。
【００１４】
　このような主制御基板のＲＯＭの差し替えによる不正行為を防止するためには、たとえ
ば特許文献１に示されているパチンコ機のように、パチンコ機毎の特有な制御プログラム
が書き込まれたＲＯＭチップを搭載しているコントロール基板を、役物装置におけるケー
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スの背面に取り付け、さらにそのコントロール基板を背面蓋と側面蓋とで覆うようなこと
が考えられる。
【００１５】
　ところが、このようなことを上述したスロットマシンに適用しようとすると、主制御基
板を筐体内部のほぼ中央に位置する回胴装置の背面側に取り付けることになり、少なくと
も一日に一回は行われるホールスタッフ等による主制御基板上の各電子素子等の状態の確
認が行えなくなってしまう。
【００１６】
　この場合、たとえば特許文献２に示されているスロットマシンのように、リールユニッ
トを上部ユニット用フレームに着脱自在に装着できるようにし、リールユニットを上部ユ
ニット用フレームに装着した場合、リール固定手段で固定しておくようにすれば、リール
ユニットの背面側に上述した主制御基板を配置しても、リールユニットを上部ユニット用
フレームから取り外すことで、ホールスタッフ等による主制御基板上の各電子素子等の状
態の確認を行うことができるものと考えられる。
【００１７】
【特許文献１】特開２００１－０５８０３３号公報
【特許文献２】特開２００４－１６０１５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　このように、上述した特許文献２のスロットマシンのように、回胴装置であるリールユ
ニットを上部ユニット用フレームに着脱自在に装着できるようにし、リールユニットの背
面側に上述した主制御基板を配置しておくようにすれば、筐体の前扉が不正に開けられて
も、その主制御基板に手が届かないため、検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと
呼ばれるものに不正に差し替えられてしまうことがなくなるものと考えられる。さらに、
不正な制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケースと差し替えられ
てしまうこともなくなると考えられる。
【００１９】
　また、リールユニットを上部ユニット用フレームに着脱自在に装着できるようにしてお
けば、少なくとも一日に一回は行われるホールスタッフ等による主制御基板上の各電子素
子等の状態の確認を行えるものと考えられる。
【００２０】
　ところが、上部ユニット用フレームに着脱自在とされる回胴装置であるリールユニット
は比較的重量があり、主制御基板上の各電子素子等の状態の確認を少なくとも一日に一回
行うために、リールユニットをその都度上部ユニット用フレームから取り外すことは非常
に困難を伴う作業となってしまう。
【００２１】
　このようなことから、少なくとも一日に一回は行われる主制御基板上の各電子素子等の
状態の確認作業を阻害することなく、検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ば
れるものに不正に差し替えられてしまうことや、不正な制御基板が収容された基板ケース
が現在使用されている基板ケースと差し替えられてしまうような不正行為をより確実に防
止できる装置の開発が望まれていた。
【００２２】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、少なくとも一日に一回は行わ
れる主制御基板上の各電子素子等の状態の確認作業を阻害することなく、検査済みのＲＯ
Ｍが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替えられてしまうことや、不正
な制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケースと差し替えられてし
まうような不正行為をより確実に防止することができる遊技機を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
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【００２３】
　本発明の遊技機は、前面側に開口を有する筐体と、該筐体に開閉可能に取り付けられ前
記開口を覆う前扉と、制御基板を収容する基板ケースと、複数の図柄が付された複数のリ
ールを有する回胴装置とを有する遊技機であって、前記基板ケースを筐体の背面側に配置
し、前記回胴装置を前記基板ケースの前方近傍に配置し、前記リールを個々に回転可能に
取り付けるユニット板を取り付けるための基板と、前記筐体内部に固定され、前記基板を
引き出し及び押し戻し自在に載置する台座とを有し、前記回胴装置を、前記制御基板の前
方近傍位置と前記開口側の位置との間でスライド自在とするスライド手段をさらに備え、
　前記台座には、前記筐体の内部から前記開口側に向けて延びるガイド溝を有するガイド
片が並設され、前記基板の両側には、前記ガイド溝に係合して引き出し方向及び押し戻し
方向にガイドされるガイド軸が設けられ、前記ガイド溝は、引き出し終了位置に合わせた
引出終了端部と、押し戻し終了位置に合わせた押戻終了端部とを有し、前記基板の引き出
し又は押し戻しに伴い前記ガイド軸が前記引出終了端部又は前記押戻終了端部に当接する
ことで、前記基板の引き出しの終了位置又は前記基板の押し戻しの終了位置とが規制され
、前記ガイド溝の引出終了端部は、前記台座の面より突出する位置となるように設けられ
、前記ガイド軸が前記引出終了端部に係合することで、前記基板の水平位置から下方位置
への回動が許容されることを特徴とする。
【００２６】
　また、前記基板には、ロック片を有する把持レバーが垂直位置と水平位置との間で回動
自在となるように取り付けられ、前記台座には、前記ロック片を係合するロック穴が設け
られ、前記基板が前記台座の所定位置に押し戻されるとき、前記ロック片が前記ロック穴
を通過し、前記把持レバーを垂直位置又は水平位置に回動させると、前記ロック片が前記
ロック穴の背面側に係合されるようにしてもよい。
【００２９】
　本発明の遊技機では、スライド手段により、回胴装置が少なくとも基板ケース内の制御
基板の前方近傍位置と開口側の位置との間でスライド自在とされるようにしたので、主要
ＲＯＭである検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替
えられたり、不正な制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケースと
差し替えられたりするまでに、前扉を不正に開ける行為と、回胴装置を筐体の内部から不
正に引き出す行為とが必要となり、不正行為を行う者に対してその行為を思い留めさせる
ことができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の遊技機によれば、スライド手段により、回胴装置が少なくとも基板ケース内の
制御基板の前方近傍位置と開口側の位置との間でスライド自在とされるようにし、主要Ｒ
ＯＭである検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替え
られるまでに、前扉を不正に開ける行為と、回胴装置を筐体の内部から不正に引き出す行
為とが必要となるようにしたので、不正行為を行う者に対しその行為を思い留めさせるこ
とができることから、少なくとも一日に一回は行われる制御基板上の各電子素子等の状態
の確認作業を阻害することなく、検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれる
ものに不正に差し替えられてしまうことや、不正な制御基板が収容された基板ケースが現
在使用されている基板ケースと差し替えられてしまうような不正行為をより確実に防止す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本実施形態では、スライド手段としてのフレーム体を、回胴装置の基板と筐体内部に固
定される台座とで構成し、そのスライド手段により、回胴装置が少なくとも主要ＲＯＭを
搭載している主制御基板の確認を妨げる位置とその主制御基板の確認を妨げない位置との
間でスライド自在とされるようにした。
【００３２】
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　これにより、主要ＲＯＭである検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれる
ものに不正に差し替えられたり、不正な制御基板が収容された基板ケースが現在使用され
ている基板ケースと差し替えられるまでに、前扉を不正に開ける行為と、回胴装置を筐体
の内部から不正に引き出す行為とが必要となるため、不正行為を行う者に対してその行為
を思い留めさせることができることから、少なくとも一日に一回は行われる主制御基板上
の各電子素子等の状態の確認作業を阻害することなく、検査済みのＲＯＭが裏ＲＯＭ又は
不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替えられてしまうことや、不正な制御基板が収容
された基板ケースが現在使用されている基板ケースと差し替えられてしまうような不正行
為をより確実に防止できる。
【実施例】
【００３３】
　以下、本発明の実施例の詳細について説明する。図１は、本発明の遊技機を並設させた
、いわゆる遊技機島を示す平面図、図２は図１の遊技機を示す斜視図、図３は図２の遊技
機の前扉及び筐体の一部を省いた場合の斜視図である。
【００３４】
　これらの図に示すように、回胴式遊技装置と呼ばれる遊技機であるスロットマシン１は
、遊技者側に面する、いわゆるフロントマスクを構成する前扉３が略矩形状の箱体である
筐体２の開口側に対し蝶番機構２ａにより開閉可能に取り付けられている。このようなス
ロットマシン１は、図１のように、コイン貸出機４０を挟んで並設され、いわゆる遊技機
島を構成している。前扉３は、上パネル部３Ａと下パネル部３Ｂとに概ね分けられ、これ
らは化粧板として視覚効果を高めてデザインされた硬質プラスチックにより一体的に形成
されている。
【００３５】
　そして、ホールスタッフ等が後述の主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を含
むメンテナンス作業や出玉管理作業等を行う場合、前扉３のロックを専用鍵を用いて解除
すると、図１及び図２のように前扉３が開放されるようになっている。なお、前扉３は、
通常、筐体２に対してロックされており、前扉３に設けられている鍵穴に専用鍵を差し込
んでそのロックを解除するようになっているが、ここではその詳細についての説明を省略
する。
【００３６】
　上パネル部３Ａと下パネル部３Ｂとの間には、図１に示すように、遊技者側に若干突出
し、ゲームに使用するメダルを投入するための投入口を有するメダル投入部１３や、ゲー
ム操作を行うためのスイッチ類等である、ベットボタン１４、スタートレバー１５及びス
トップボタン１６ａ，１６ｂ，１６ｃ等が配置された操作卓４が一体的に設けられている
。また、前扉３の下部には、メダルを貯留するための受皿部を形成する受皿ユニット５が
設けられている。
【００３７】
　ここで、ベットボタン１４は、スロットマシン１の当該ゲームに賭けるメダルの枚数を
提示するための押圧式の操作スイッチである。すなわち、ゲーム停止中にメダル投入部１
３の投入口からコインを投入すると、その投入枚数に応じてコインがクレジット（最大５
０枚まで）されるようになっており、ＭＡＸベットボタンと呼ばれるベットボタン１４を
操作すると、そのクレジットされているコインのうち３枚がベットされるようになってい
る。
【００３８】
　また、スタートレバー１５は、リールユニット装置１００の回胴装置１１０の各リール
１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃを一斉に回転させる指示をするためのレバースイッチであ
り、先端に設けられている球形の操作ノブを上下左右のいずれかの方向に傾倒操作すると
オン作動し、その操作ノブから手が離されるとスプリングの付勢力によって自動的に元の
位置に戻ってオフするように構成されている。なお、リールユニット装置１００の詳細に
ついては後述する。
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【００３９】
　また、ストップボタン１６ａ，１６ｂ，１６ｃは、リールユニット装置１００の回胴装
置１１０の各リール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃの回転停止を個別に指示するための押
圧式スイッチであり、各リール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃの配列に対応してそれぞれ
並設されている。
【００４０】
　前扉３の上パネル部３Ａには、図１及び図２に示すように、高輝度発光ダイオードを内
蔵した上部ランプ６及びサイドランプ７ａ，７ｂが配置され、リーチや大当たり等の際に
点灯又は点滅して遊技者の視覚に訴える演出を行っている。また、上パネル部３Ａには、
左右にスピーカを内蔵した図示しない演出用放音部が設けられ、これらの演出用放音部に
よりゲームの進行に応じて選択される効果音や楽音等による演出が行われる。
【００４１】
　上パネル部３Ａの中央には、略長方形の透明な表示窓１１ａと、遊技状態等をランプ表
示する情報表示部とが形成されたパネル板１１が取り付けられている。そして、図２及び
図３に示すように、筐体２内に設けられているリールユニット装置１００の回胴装置１１
０の３個の円筒状のリール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃが表示窓１１ａを通して目視さ
れるように構成されている。
【００４２】
　すなわち、筐体２内には、リール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃを回転軸方向に並設し
てユニット化した回胴装置１１０が配置され、また、各リール１１１ａ，１１１ｂ，１１
１ｃの外周面には、所定数（たとえば２１個）の図柄が付された長尺状のプラスチックシ
ートであるリールテープがそれぞれ捲装されて貼り付けられている。そして、表示窓１１
ａ側に臨む縦３個、横３列の図柄が当該表示窓１１ａを通して遊技者側から目視されるよ
うに構成されている。
【００４３】
　前扉３に形成された下パネル部３Ｂには、スロットマシン１のモデルタイプ等を遊技者
へ認識させるため、たとえば登場キャラクターの絵等を表示するパネル１７が設けられて
いる。
【００４４】
　受皿ユニット５には、入賞時等においてメダルを排出する図示しないメダル排出口と、
スピーカを内蔵しゲームの進行に応じて演出効果音を発生させる図示しない演出効果音部
がそれぞれ配設されている。
【００４５】
　また、前扉３の裏面上部には、上部ランプ６の光源である複数の高輝度発光ダイオード
２０と、上部ランプ６及び図示しないスピーカの制御等、ゲームの演出に係る制御を主に
行う図示しない副制御基板とが配設されている。
【００４６】
　なお、詳細は後述するが、スロットマシン１全体の動作は、筐体２内部におけるリール
ユニット装置１００の背面側に設けられている後述の主制御基板５１によって統括制御さ
れている。
【００４７】
　また、パネル板１１の下方には、上述した操作卓４に設けられているベットボタン１４
、スタートレバー１５、ストップボタン１６ａ，１６ｂ，１６ｃ等のスイッチ類が電気的
に接続され、これらスイッチ類の出力信号を後述の主制御基板５１に転送するように配線
接続されている図示しない中央表示基板と呼ばれる電気回路（中継）基板が設けられてい
る。
【００４８】
　また、その図示しない中央表示基板の下方には、上述のメダル投入部１３より投入され
る投入物を正規のメダルか異物かを判別して振り分ける図示しないセレクト機構と、その
振り分けられたメダルを筐体２内に設けられている後述のホッパ装置３０へ案内する図示
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しないガイド部材と、セレクト機構で振り分けられた異物を図示しない排出口へ案内する
図示しないガイド部材とが設けられている。また、その排出口の両側には、演出効果音を
出力する図示しないスピーカ等が取り付けられている。
【００４９】
　一方、筐体２内の下段にはホッパ装置３０及び主電源装置６０等が設けられており、筐
体２内の上段には上述した回胴装置１１０を備えるリールユニット装置１００が設けられ
ている。
【００５０】
　ここで、ホッパ装置３０は、ゲームの入賞に応じてメダルの払い出しを行うものであり
、その払い出しされたメダルは上述した受皿ユニット５に貯留されるようになっている。
また、ホッパ装置３０から溢れたメダルは、補助貯留部３１に収容されるようになってい
る。
【００５１】
　上述した回胴装置１１０は、図２及び図３に示すように、リール１１１ａ，１１１ｂ，
１１１ｃと、これらのリール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃを回転可能に取り付ける板状
のユニット板１１２，１１３，１１４と、これらのユニット板１１２，１１３，１１４を
ボルト１１４ａを介して取り付ける基板１１５と、これらのユニット板１１２，１１３，
１１４をボルト１１４ｂを介して取り付ける天板１１５ａとを備えて構成されている。
【００５２】
　なお、これらのユニット板１１２，１１３，１１４、基板１１５及び天板１１５ａはい
ずれも硬質プラスチックで一体形成されたものである。また、基板１１５は、後述の台座
１２０に対して引き出し及び押し戻し自在に載置されるようになっている。
【００５３】
　また、各リール１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃはそれぞれのユニット板１１２，１１３
，１１４に取り付けられているステッピングモータ１１４ａ（１１２ａ，１１３ａ）によ
ってそれぞれ回転駆動されるようになっている。なお、これらのステッピングモータ１１
４ａ（１１２ａ，１１３ａ）は、図示しない回胴装置基板に配線接続され、その回胴装置
基板から送出される駆動パルス信号によってそれぞれ回転制御される。
【００５４】
　また、筐体２の内部には、後述の主制御基板５１を組み込んだ主制御基板ユニット５０
がブラケット部材７０を介して取り付けられている。主制御基板ユニット５０の取り付け
位置は、回胴装置１１０の背面側となっているが、その詳細については後述する。また、
図３に示す符号１２０Ａは、スライド手段としてのフレーム体であるが、その詳細につい
ても後述する。
【００５５】
　図４～図８は、上述した主制御基板５１を組み込んだ主制御基板ユニット５０を説明す
るための図である。ここで、図４は回胴装置１１０を引き出した状態を示すスロットマシ
ンの斜視図、図５は図４のスロットマシンを示す正面図、図６は回胴装置１１０を押し戻
した状態を示すスロットマシンの側面図、図７は図６のスロットマシンを示す正面図、図
８は主制御基板５１を組み込んだ主制御基板ユニット５０の概要を説明するための分解斜
視図である。
【００５６】
　これらの図に示すように、主制御基板５１は、主制御基板ユニット５０に組み込まれ、
リールユニット装置１００の回胴装置１１０の背面側に位置するように筐体２の背面側に
取り付けられている。
【００５７】
　すなわち、図８に示すように、主制御基板ユニット５０は、ブラケット部材７０を介し
て筐体２の背面側に取り付けられるようになっている。ブラケット部材７０は、主として
係合凹部７１ａを有するリブ部７１と、係止アーム７２とを有し、これらによって主制御
基板ユニット５０が保持されるようになっている。また、ブラケット部材７０には、後述
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の接続部材５４を用いて上蓋ケース５３を結合する封止筒部７３が設けられている。また
、ブラケット部材７０には、筐体２の背面側に取り付けられるためのねじが挿入される複
数のねじ穴７４が設けられている。
【００５８】
　一方、主制御基板ユニット５０は、主制御基板５１を挟持する本体ケース５２と上蓋ケ
ース５３とを有している。ここで、本体ケース５２と上蓋ケース５３とで、基板ケースが
構成されている。また、主制御基板５１には、ＭＰＵ５１ａ、ＲＯＭ５１ｂ、ＲＡＭ５１
ｃ等の電子部品等が実装されている。ここで、ＲＯＭ５１ｂは検査済みである正規のＲＯ
Ｍであり、そのＲＯＭ５１ｂにはシステムプログラムやスロットマシンゲーム用のプログ
ラム等が書き込まれている。そのため、ＲＯＭ５１ｂは定期的な検査等のために基板上の
図示しないコネクタに着脱自在となるように装着されている。また、主制御基板５１には
、スロットマシン１に内蔵される他の制御回路基板、及び電子機器と電気的に接続するた
めの基板側コネクタ５１ｄ，５１ｅが実装されている。
【００５９】
　　本体ケース５２は、前面が開放する略矩形の箱体として透明なプラスチックで一体形
成したものであり、その底板部に小ねじを介して主制御基板５１が結合固定される。また
、本体ケース５２の上側壁には、上蓋ケース５３とヒンジ結合するためのヒンジ軸部５２
ａが所定の間隔をおいて３カ所に形成されている。また、下側壁には、係止穴を有する２
本の係止アーム５２ｂと、上蓋ケース５３をカシメ結合する封止筒部５２ｃが４カ所に形
成されている。
【００６０】
　上蓋ケース５３は、透明なプラスチックにより一体的に形成された略矩形の蓋体であり
、上側壁に本体ケース５２のヒンジ軸部５２ａと位置整合されたヒンジ軸受部５３ａが形
成されている。また、上蓋ケース５３には、本体ケース５２の封止筒部５２ｃと位置整合
された封止キャップ部５３ｂが形成されている。また、上蓋ケース５３には、ブラケット
部材７０の封止筒部７３と位置整合された封止キャップ部５３ｃが形成されている。上蓋
ケース５３には、上述の基板側コネクタ５１ｄ，５１ｅと位置整合されたコネクタ開口部
５３ｄ，５３ｅが形成されている。
【００６１】
　そして、カシメ状態で結合する接続部材５４を、上蓋ケース５３の封止キャップ部５３
ｂと本体ケース５２の封止筒部５２ｃとに装着することで、上蓋ケース５３が本体ケース
５２に結合されるようになっている。また、その接続部材５４を、上蓋ケース５３の封止
キャップ部５３ｃとブラケット部材７０の封止筒部７３とに装着することで、上蓋ケース
５３がブラケット部材７０に結合されるようになっている。
【００６２】
　このようにして、主制御基板５１を組み込んだ主制御基板ユニット５０がブラケット部
材７０を介し筐体２の背面側に取り付けられることになる。また、主制御基板ユニット５
０の取り付け位置は、図６及び図７に示すように、回胴装置１１０が筐体２内部に押し込
まれているとき、回胴装置１１０の背面側となる。
【００６３】
　これにより、遊技中等に前扉３が不正に開けられても回胴装置１１０が邪魔することに
なるため、回胴装置１１０が筐体２の内部から引き出されない限り、主制御基板ユニット
５０のプラスチック製の上蓋ケース５３に半田ごて等の熱によって穴を開け、上述した正
規のＲＯＭ５１ｂを裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えられたり、不正な
制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケース（上述の本体ケース５
２と上蓋ケース５３とからなる）と差し替えられてしまうような不正行為を困難とするこ
とができる。
【００６４】
　言い換えれば、回胴装置１１０を筐体２の内部から引き出せば、正規のＲＯＭ５１ｂを
裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えたりする等の不正行為を行うことは可
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能であるが、これらの不正行為が行われるまでには、前扉３を不正に開ける行為と、回胴
装置１１０を筐体２の内部から不正に引き出す行為とが必要となる。
【００６５】
　そのため、遊技中等にこれらの不正行為を行う場合、正規のＲＯＭ５１ｂを裏ＲＯＭ又
は不正ＲＯＭに差し替えたりする等の行為が行われるまでに、時間がかかるばかりか、回
胴装置１１０を筐体２の内部から不正に引き出すと、監視カメラによるモニタ又はホール
スタッフ等によりその不正行為が発見し易くなるため、不正行為を行う者に対してその行
為を思い留めさせることができる。
【００６６】
　一方、少なくとも一日に一回は行われるホールスタッフ等による主制御基板５１上の各
電子素子等の状態の確認に際しては、後述する把持レバー１３０を垂直位置から水平位置
に回動させて台座１２０に対するロックを解除し、そのまま把持レバー１３０を引くと、
回胴装置１１０を台座１２０上から引き出すことができる。
【００６７】
　これにより、図４及び図５に示すように、回胴装置１１０は主制御基板ユニット５０内
の主制御基板５１の確認を妨げない位置まで下げられるため、主制御基板５１上の各電子
素子等の状態の確認を容易に行うことができる。なお、主制御基板５１上の各電子素子等
の状態の確認を行った後は、後述のように、把持レバー１３０を介し回胴装置１１０を水
平位置まで持ち上げ、さらに把持レバー１３０を介し回胴装置１１０を押し込むと、回胴
装置１１０が台座１２０上に押し戻される。
【００６８】
　図９～図１２は、上述したリールユニット装置１００を説明するための図である。ここ
で、図９は回胴装置１１０を引き出し及び押し戻し自在とするリールユニット装置１００
のフレーム体を示す斜視図、図１０は図９のフレーム体を示す側面図、図１１は図９のフ
レーム体を示す正面図、図１２は図９のフレーム体を示す背面図である。
【００６９】
　これらの図に示すように、リールユニット装置１００は、上述した回胴装置１１０及び
回胴装置１１０の基板１１５を引き出し及び押し戻し自在に載置するとともに、押し戻し
位置でその基板１１５を固定する台座１２０とを備えて構成されている。ここで、回胴装
置１１０の基板１１５と台座１２０とにより、スライド手段としてのフレーム体１２０Ａ
が構成されている。
【００７０】
　ここで、図９に示すように、基板１１５の前方、すなわち、上述した前扉３の内側に近
い端部には、上述したユニット板１１２，１１３，１１４を取り付けるためのボルト１１
４ａの挿入穴１１６ａを有するフランジ１１６が下方に折り曲げられるようにして設けら
れている。また、そのフランジ１１６の両端には、回胴装置１１０の引き出し及び後述の
台座１２０に対するロックを行う把持レバー１３０を回動自在に保持する保持穴１１６ｂ
が形成されている。また、保持穴１１６ｂの内側には、その把持レバー１３０の回動を規
制する規制ピン１１６ｃが立設されている。
【００７１】
　ここで、把持レバー１３０の端部には、規制ピン１１６ｃによって回動が規制される回
動規制片１３１と、後述の台座１２０側のロック穴１２１ｂに係合するロック片１３２と
が設けられている。すなわち、この把持レバー１３０は、図１０に示すように、回動規制
片１３１がフランジ１１６の前面に当接し、ロック片１３２がフランジ１１６の背面側に
位置するように、フランジ１１６の保持穴１１６ｂに装着されるようになっている。
【００７２】
　また、把持レバー１３０は、図１１に示すように、回動規制片１３１が規制ピン１１６
ｃに当接することで、垂直位置と水平位置との間で回動が行われるように規制されている
。また、図１２に示すように、把持レバー１３０を水平位置に回動させたとき、ロック片
１３２が垂直方向に回動する（図１２の右側部分）。この状態では、ロック片１３２の形
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状とロック穴１２１ｂの形状とが一致し、ロック穴１２１ｂに対するロック片１３２の差
し込み及び抜き出しが可能となる。
【００７３】
　一方、把持レバー１３０を垂直位置に回動させたとき、ロック片１３２が水平方向に回
動する（図１２の左側部分）。この状態では、ロック片１３２がロック穴１２１ｂの内側
に係合し、ロック穴１２１ｂに対するロック片１３２の差し込み及び抜き出しが不可能と
なる。
【００７４】
　このように、把持レバー１３０を水平位置に回動させておいて、回胴装置１１０の基板
１１５を押し込んだ後、把持レバー１３０を垂直位置に回動させると、ロック片１３２が
ロック穴１２１ｂの背面側に係合することで、基板１１５を介し回胴装置１１０を台座１
２０上に固定することができる。この状態から、把持レバー１３０を垂直位置に回動させ
ると、ロック穴１２１ｂに対するロック片１３２の係合が外されるので、把持レバー１３
０を引くと、基板１１５を介し回胴装置１１０を台座１２０上から引き出すことができる
。
【００７５】
　また、図９に示すように、基板１１５の両側には、ガイド軸１１７ａを有する起立片１
１７が設けられている。ガイド軸１１７ａは、起立片１１７の再奧部に設けられており、
後述の台座１２０側のガイド片１２６のガイド溝１２６ａに係合されて基板１１５を介し
た回胴装置１１０の引き出し及び押し戻しの際のガイドを行う。
【００７６】
　また、基板１１５の後方、すなわち筐体２の背面側に近い端部には、上述したユニット
板１１２，１１３，１１４の背面側を保持する保持片１１８が上方に起立させて設けられ
ている。
【００７７】
　一方、台座１２０の前方、すなわち、上述した前扉３の内側に近い端部には、回胴装置
１１０の基板１１５の前方に設けられているフランジ１１６を把持レバー１３０のロック
片１３２を介して固定する固定フランジ１２１が下方に折り曲げられるようにして設けら
れている。
【００７８】
　固定フランジ１２１には、フランジ１１６側の挿入穴１１６ａに対応させた挿入穴１２
１ａが形成されている。この挿入穴１２１ａは、フランジ１１６が固定フランジ１２１に
当接したとき、挿入穴１１６ａに挿入されたボルト１１４ａの先端が固定フランジ１２１
に当接しないように逃がすためのものである。
【００７９】
　また、固定フランジ１２１には、フランジ１１６側に回動自在に取り付けられた把持レ
バー１３０のロック片１３２の起立時（垂直位置に回動）の形状に合わせたロック穴１２
１ｂが形成されている。このロック穴１２１ｂは、上述したように、把持レバー１３０の
回動に合わせてロック片１３２の係合等を行うものである。
【００８０】
　なお、ここでは、ロック穴１２１ｂを、把持レバー１３０のロック片１３２の起立時（
垂直位置に回動）の形状に合わせた場合としているが、これに限らず、ロック片１３２の
水平位置の形状に合わせるようにしてもよい。この場合、把持レバー１３０のロック及び
ロック解除時の回動が上述した動作とは逆になる。
【００８１】
　また、台座１２０の両側には、筐体２の内面にねじ止めされるねじ穴１１２ａを有する
取付片１２２が上方に起立させて設けられている。また、台座１２０の後方、すなわち筐
体２の背面側に近い端部には、起立片１２３と、この起立片１２３の上端部から水平に延
設された延設片１２４と、この延設片１２４の端部に筐体２の背面側にねじ止めされる、
上方に起立させたねじ穴１２５ａを有する取付片１２５とが設けられている。
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【００８２】
　また、各取付片１２２の内側には、ガイド溝１２６ａを有するガイド片１２６が回胴装
置１１０の基板１１５の引き出し及び押し戻し方向に沿うように設けられている。すなわ
ち、これらのガイド片１２６は、筐体２の内部から開口側に向けて延びるように設けられ
ている。これらのガイド片１２６のガイド溝１２６ａには、図１０に示すように、回胴装
置１１０の基板１１５の起立片１１７に設けられているガイド軸１１７ａが嵌り込み、回
胴装置１１０の基板１１５の引き出し及び押し戻しをガイドするようになっている。
【００８３】
　ここで、ガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂから押戻終了端部１２６ｃまでの長
さは、回胴装置１１０の基板１１５の引き出し終了位置及び押し戻し終了位置に合わせら
れている。これにより、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了
端部１２６ｂに当接するまで回胴装置１１０を台座１２０上から引き出すことができる。
言い換えれば、ガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂ又は押戻終
了端部１２６ｃに当接することで、基板１１５の引き出しの終了位置又は基板１１５の押
し戻しの終了位置とが規制されていることになる。
【００８４】
　これにより、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了端部１２
６ｂに当接することで、回胴装置１１０の引き出し終了位置を確認することができるとと
もに、ガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａから外れてしまうようなことがなくなる。
【００８５】
　これに対し、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの押戻終了端部１２
６ｃに当接するまで回胴装置１１０を台座１２０上に押し戻すことができる。このとき、
ガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの押戻終了端部１２６ｃに当接することで、回胴装
置１１０の押し戻し終了位置を確認することができる。
【００８６】
　また、ガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂは、台座１２０の面より突出する位置
となるように設けられているため、ガイド軸１１７ａが引出終了端部１２６ｂに係合する
ことで、基板１１５の水平位置から下方位置への回動が許容されるようになっている。こ
れにより、回胴装置１１０の基板１１５の引き出し終了位置では、回胴装置１１０が若干
下げられるので、ホールスタッフ等により主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認
がし易くなる。
【００８７】
　次に、上述したリールユニット装置１００における回胴装置１１０の引き出し及び押し
戻しについて、図１３及び図１４を参照しながら説明する。ここで、図１３は前扉３を開
放してリールユニット装置１００の回胴装置１１０を引き出した状態のスロットマシン１
を示す斜視図、図１４は図１３のスロットマシン１を示す側面図である。
【００８８】
　まず、ホールスタッフ等が主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を含むメンテ
ナンス作業や出玉管理作業等を行う場合、前扉３のロックを専用鍵を用いて解除すると、
図１及び図２に示したように前扉３が開放される。
【００８９】
　ここで、主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を行う場合、前扉３を開放した
後、上述した把持レバー１３０を垂直位置から水平位置に回動させる。これに伴い、台座
１２０側のロック穴１２１ｂに対する把持レバー１３０のロック片１３２の係合が外され
るので、把持レバー１３０を引くと、図１３に示すように、基板１１５を介し回胴装置１
１０を台座１２０上から引き出すことができる。
【００９０】
　このとき、上述した回胴装置１１０の基板１１５の両側の起立片１１７に設けられてい
るガイド軸１１７ａが台座１２０側のガイド片１２６のガイド溝１２６ａに係合されつつ
ガイドされることで、基板１１５を介し回胴装置１１０の台座１２０上からの引き出しが
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行われる。
【００９１】
　なお、回胴装置１１０の台座１２０上からの引き出しは、上述したように、基板１１５
側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂに当接するまで可能で
ある。そして、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了端部１２
６ｂに当接するまで回胴装置１１０を引き出すと、回胴装置１１０の引き出し終了位置を
確認することができる。
【００９２】
　この位置では、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの引出終了端部１
２６ｂに当接していることで、ガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａから外れてしまうよ
うなことがなくなる。
【００９３】
　また、この位置では、図１４に示すように、回胴装置１１０が主制御基板５１の確認を
妨げない位置まで下げられるため、通常、回胴装置１１０の背面側に位置している主制御
基板５１上の各電子素子等の状態の確認を行うことができる。
【００９４】
　このような主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を行っている最中では、把持
レバー１３０を持って回胴装置１１０を支えるようにすることで、台座１２０側のガイド
片１２６のガイド溝１２６ａに係合されている基板１１５側のガイド軸１１７ａに集中す
る回胴装置１１０の重みを軽減できるため、ガイド軸１１７ａがガイド片１２６のガイド
溝１２６ａから外れてしまうようなことがない。
【００９５】
　一方、主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を終えた後、回胴装置１１０を筐
体２の内部に押し戻す場合、まずガイド片１２６のガイド溝１２６ａに係合されているガ
イド軸１１７ａを支点として把持レバー１３０を介し回胴装置１１０を水平位置まで持ち
上げる。
【００９６】
　次いで、把持レバー１３０を介し回胴装置１１０を押し込むと、上記同様に、回胴装置
１１０の基板１１５側のガイド軸１１７ａが台座１２０側のガイド片１２６のガイド溝１
２６ａに係合されつつガイドされることで、基板１１５を介し回胴装置１１０が台座１２
０上に押し戻される。
【００９７】
　そして、基板１１５側のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの押戻終了端部１２６ｃ
に当接する直前までくると、把持レバー１３０のロック片１３２が台座１２０側のロック
穴１２１ｂを通過する。この状態から回胴装置１１０をさらに押し込むと、基板１１５側
のガイド軸１１７ａがガイド溝１２６ａの押戻終了端部１２６ｃに当接することで、回胴
装置１１０の台座１２０上への押し戻し終了位置を確認することができる。この位置では
、把持レバー１３０のロック片１３２がロック穴１２１ｂの背面側にすり抜けているため
、把持レバー１３０を水平位置から垂直位置に回動させると、ロック片１３２がロック穴
１２１ｂの背面側に係合することで、基板１１５を介し回胴装置１１０が台座１２０上に
固定される。
【００９８】
　このように、回胴装置１１０の引き出し及び押し戻しは、把持レバー１３０の水平位置
と垂直位置での回動に伴う台座１２０側のロック穴１２１ｂに対する基板１１５側のロッ
ク片１３２の係合及び係合解除とともに行われる。
【００９９】
　これにより、遊技中等に前扉３が不正に開けられても回胴装置１１０が邪魔することに
なるため、回胴装置１１０が筐体２の内部から引き出されない限り、主制御基板ユニット
５０のプラスチック製の上蓋ケース５３に半田ごて等の熱によって穴を開け、上述した正
規のＲＯＭ５１ｂを裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えたり不正行為を困
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難とすることができる。
【０１００】
　言い換えれば、回胴装置１１０を筐体２の内部から引き出せば、正規のＲＯＭ５１ｂを
裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに差し替えたりする等の不正行為を行うことは可
能であるが、正規のＲＯＭ５１ｂを裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭに差し替えたりする等の行為
が行われるまでには、前扉３を不正に開ける行為と、回胴装置１１０を筐体２の内部から
不正に引き出す行為とが必要となる。
【０１０１】
　そのため、遊技中等にこれらの不正行為を行う場合、正規のＲＯＭ５１ｂを裏ＲＯＭ又
は不正ＲＯＭに差し替えたりする等の行為が行われるまでに、時間がかかるばかりか、回
胴装置１１０を筐体２の内部から不正に引き出すと、監視カメラによるモニタ又はホール
スタッフ等によりその不正行為が発見し易くなるため、不正行為を行う者に対してその行
為を思い留めさせることができる。
【０１０２】
　このように、本実施例では、リールユニット装置１００のスライド手段であるフレーム
体１２０Ａを、回胴装置１１０の基板１１５と筐体２内部に固定される台座１２０とで構
成し、そのスライド手段により、回胴装置１１０が少なくとも主要ＲＯＭである検査済み
の正規のＲＯＭ５１ｂを搭載している主制御基板５１の確認を妨げる位置とその主制御基
板５１の確認を妨げない位置との間でスライド自在とされるようにし、正規のＲＯＭ５１
ｂが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替えられたり、不正な制御基板
が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケース（上述の本体ケース５２と上蓋
ケース５３とからなる）と差し替えられたりするまでに、前扉３を不正に開ける行為と、
回胴装置１１０を筐体２の内部から不正に引き出す行為とが必要となるようにしたので、
不正行為を行う者に対しその行為を思い留めさせることができることから、少なくとも一
日に一回は行われる主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認作業を阻害することな
く、正規のＲＯＭ５１ｂが裏ＲＯＭ又は不正ＲＯＭと呼ばれるものに不正に差し替えられ
てしまうことや、不正な制御基板が収容された基板ケースが現在使用されている基板ケー
スと差し替えられてしまうような不正行為をより確実に防止できる。
【０１０３】
　また、本実施例では、スライド手段を、回胴装置１１０の基板１１５と筐体２内部に固
定される台座１２０とで構成しているので、既存のスロットマシン１に比べると、筐体２
の内部には少なくとも台座１２０が追加されることになるが、その台座１２０は回胴装置
１１０の基板１１５を引き出し及び押し戻し自在に載置する板状とすることができること
から、既存の筐体２の寸法を変更しなくても、内部に収容される既存の回胴装置１１０、
ホッパ装置３０及び主電源装置６０等の配置スペースを阻害することがないようにするこ
とができる。
【０１０４】
　また、本実施例では、台座１２０に筐体２の内部から開口側に向けて延びるガイド溝１
２６ａを有するガイド片１２６を並設し、基板１１５の両側の起立片１１７にガイド溝１
２６ａに係合して引き出し方向及び押し戻し方向にガイドされるガイド軸１１７ａが設け
るようにしたので、基板１１５上の回胴装置１１０を筐体２の内部から取り外すことなく
引き出し及び押し戻しを行うことができる。
【０１０５】
　また、本実施例では、基板１１５にロック片１３２を有する把持レバー１３０を垂直位
置と水平位置との間で回動自在となるように取り付け、台座１２０にはロック片１３２を
係合するロック穴１２１ｂを設け、基板１１５が台座１２０の所定位置に押し戻されると
き、ロック片１３２がロック穴１２１ｂを通過し、把持レバー１３０をたとえば水平位置
から垂直位置又に回動させると、ロック片１３２がロック穴１２１ｂの背面側に係合され
るようにしたので、把持レバー１３０から手を離すことなく、ロック片１３２によるロッ
クとロック解除とを行うことができる。
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【０１０６】
　また、本実施例では、ガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂから押戻終了端部１２
６ｃまでの長さを、回胴装置１１０の基板１１５の引き出し終了位置及び押し戻し終了位
置に合わせるようにし、基板１１５の引き出し又は押し戻しに伴いガイド軸１１７ａが引
出終了端部１２６ｂ又は押戻終了端部１２６ｃに当接することで、基板１１５の引き出し
の終了位置又は押し戻しの終了位置とを規制するようにしたので、回胴装置１１０の引き
出し及び押し戻しに伴うそれぞれの終了位置の確認を容易に行うことができる。
【０１０７】
　また、本実施例では、ガイド溝１２６ａの引出終了端部１２６ｂを台座１２０の面より
突出する位置となるようにし、ガイド軸１１７ａが引出終了端部１２６ｂに係合すること
で、基板１１５の水平位置から下方位置への回動が許容されることから、回胴装置１１０
の基板１１５の引き出し終了位置では回胴装置１１０が若干下げられることになり、ホー
ルスタッフ等による主制御基板５１上の各電子素子等の状態の確認を容易に行うことがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【０１０８】
　スロットマシンに限らず、たとえばアーケードゲーム機等のように、前面側に開口を有
する箱形の筐体と、筐体の前面側に開口を覆う閉止位置から開閉自在に取り付けられた前
扉と、筐体の内部に設けられて各部の動作を集中制御するような制御基板とを備え、前扉
が開口を覆う状態で制御基板が外部から隔離されているような遊技機にも適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明の遊技機を並設させた、いわゆる遊技機島を示す平面図である。
【図２】図１の遊技機を示す斜視図である。
【図３】図２の遊技機の前扉及び筐体の一部を省いた場合の斜視図である。
【図４】図２及び図３の回胴装置を引き出した状態を示すスロットマシンの斜視図である
。
【図５】図４のスロットマシンを示す正面図である。
【図６】図４及び図５の回胴装置１１０を押し戻した状態を示すスロットマシンの側面図
である。
【図７】図６のスロットマシンを示す正面図である。
【図８】図２及び図３のスロットマシンの筐体内部で回胴装置の背面側に取り付けられる
主制御基板を組み込んだ主制御基板ユニットの概要を説明するための分解斜視図である。
【図９】図２及び図３の回胴装置を引き出し及び押し戻し自在とするリールユニットのフ
レーム体を示す斜視図である。
【図１０】図９のフレーム体を示す側面図である。
【図１１】図９のフレーム体を示す正面図である。
【図１２】図９のフレーム体を示す背面図である。
【図１３】図２及び図３のリールユニットにおける回胴装置の引き出し及び押し戻しにつ
いて説明するための斜視図である。
【図１４】図２及び図３のリールユニットにおける回胴装置の引き出し及び押し戻しにつ
いて説明するための側面図である。
【符号の説明】
【０１１０】
　　１　スロットマシン
　　２　筐体
　　３　前扉
　３０　ホッパ装置
　３１　補助貯留部
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　４０　コイン貸出機
　５０　主制御基板ユニット
　５１　主制御基板
　５１ａ　ＭＰＵ
　５１ｂ　ＲＯＭ
　５１ｃ　ＲＡＭ
　５２　本体ケース
　５３　上蓋ケース
　６０　主電源装置
　７０　ブラケット部材
１００　リールユニット装置
１１０　回胴装置
１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃ　リール
１１２，１１３，１１４　ユニット板
１１５　基板
１１５ａ　天板
１１６　フランジ
１１６ｂ　保持穴
１１６ｃ　規制ピン
１１７　起立片
１１７ａ　ガイド軸
１１８　保持片
１２０　台座
１２０Ａ　フレーム体
１２１　固定フランジ
１２１ｂ　ロック穴
１２２　取付片
１２３　起立片
１２４　延設片
１２５　取付片
１２６　ガイド片
１２６ａ　ガイド溝
１２６ｂ　引出終了端部
１２６ｃ　押戻終了端部
１３０　把持レバー
１３１　回動規制片
１３２　ロック片
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